りよ おん 

は 浮いて るだろう と 思った。 ところが 非常な 呂 音で 大 

せま 

変 落ちついて、 ゆったりした、 少しも 逼る ところの な 

い 話し方 をす る。 しかも 余に 紹介され た 時、 君 はた だ 

一 二 語し か 云わなかった。 (もっとも 余 も 同じ 分量ぐ 

らいし か 挨拶に 費やさなかった の は 事実で ある。) そ 

の 言葉 は 今 全く 忘れて いるが、 普通に ありふれた 空虚 

な 辞令でなかった の はたし かで ある。 むしろ 双方で 無 

愛想に 頭 を 下げた のだった ろうが、 自分の 事 は 分らな 

ようす 

いから、 相手の 容子 だけに 驚く ので ある。 文学者 だか 

ら 御世辞 を 使う とすると、 ほかの 諸君に すまない けれ 

ども、 実 を 云えば 長 谷川 君と 余の 挨拶が、 ああ 



つ し おのれ た 

う いわゆる 漢学者から 受け 襲いで、 強いて 己 を 矯め 

こんせき 

た痕迹 がない と 云う 事 を 発見した。 そうして その 幾分 

おのず か 

は 学問の 結果 自 ら ここに 至った ものと 鑑定した。 ま 

た 幾分 は 学問と 反対の 方面、 すなわち 俗に 云う 苦労 を 

や ま 

して、 野暮 を 洗い落として、 そうして 再び 野暮に 安住 

している ところから 起った ものと 判断した。 

そのうち、 君 は 池 辺 君と 露西亜の 政党 談を やり 出し 

た。 大変 興味が あると 見えて、 いつまで 立っても やめ 

ない。 娓々 数千 言と 云う とむ やみに 能弁に しゃべる よ 

うに 聞こえて わるい が、 時間から 云えば、 こんな 形容 

詞 でも 使わな くって はなら なくなる くらい 論じて いた- 



れじ や、 行く の はま あ 見合せ よう」 と 云って 分かれた _ 

その 秋 余 は 西 片町を 引き上げて 早稲 田へ 移った。 長 

谷川 君と 余と はこの 引越の ためますます 縁が 遠くな つ 

その おもかげ 

てし まった。 その代り 君の 著作に かかる 「其 面影」 を 

買って 来て 読んだ。 そうして 大いに 感服した。 (ある 

意味から 云えば、 今でも 感服して いる。 ここに 余の い 

わ ゆる ある 意味 を 説明す る 事ので きないの は 遺憾で あ 

さくぶつ おも 

るが、 作物の 批評 を 重に して 書いた もので ないから や 

む をえない。) そこで、 手紙 を 認めて、 いささか なが 

ら早 稲田から 西片 町へ 向けて 賛辞 を 郵送した。 実は 脳 

病が 気の毒で ならなかった から、 こんな 余計な 事 をし 



それから、 ずっと 打 絶えた。 次に 逢った の は 君が 

露西亜へ 行く 事が ほぼ 内定した 時の ことで ある。 大阪 

ごさん 

の 鳥居 君が 出て 来て、 長 谷川 君と 余 を 呼んで 午餐 を 共 

力んだ 力 わ 

にした。 所 は 神 田 川で ある。 旅館に 落ち合って、 あす 

こにしよう、 ここにし ようと 評議 をして いる 時に、 君 

はしき リに 食い物の 話 を 持ち出した。 中華 亭と はどう 

書いた かねと 余に 聞いた 事 を 覚えて いる。 神 田 川で は、 

満洲へ 旅行した 話 やら、 露西亜 人に 捕まって 牢へ ぶち 

込まれた 話 をして いた。 それから、 現今の 露西亜 文壇 

の 趨勢の 断えず 変って いる 有様 やら、 知名の 文学者の 

名 やら (その 名 はたく さん あつたが、 みんな 余の 知ら 



ない ものば かりであった)、 日本の 小説の 売れない 事 

やら、 露西亜へ 行ったら、 日本人の 短篇 を 露語に 訳し 

て 見たい という 希望 やら、 いろいろ 述べた。 何しろ 三 

人 寝そべって、 二三 時間 暮らして いたの だから、 ずい 

ぶん ゆっくり 話し もで きた。 最後に ダン チェン コ のた 

めに 宴会 を やる つもり だから 出席して くれろ という 事 

もずめ 

と、 それから 物 集の 御嬢さん を、 自分が いなくな つた 

ら 托したい という 二 件 を 依頼した。 それで 分かれた。 

ぜん いとまごい 

最後に 逢った の は、 出立の 数日 前 暇 乞に 来られた 

時で ある。 長 谷川 君が 余の 家へ 足 を 入れた の はこれ が 

最初であって また 最終で ある。 座敷へ 通って、 室内 を 
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